


A．契約開始日及び契約満了日が年度途中の場合は、年間契約金額を月割りし算出した額となります。
（例：平成27年6月1日契約の場合、契約期間の条件が3年以上ですので、最短で同日から平成30年5月31日までの3年の契約となります。この場合、例えば年額300万円のネーミングライツ料であれば、
平成27年度の納付金額は、300万円×10月/12月＝250万円
平成28年度の納付金額は、300万円
平成29年度の納付金額は、300万円
平成30年度の納付金額は、300万円×2月/12月＝50万円
総額は、900万円となります。）
※月割りし算出した額に端数が生じる場合は、契約総額が同額となるように納付していただきます。

　　A．年度毎に納付するネーミングライツ料のほかに、契約前に契約保証金（契約金額の100分の10以上）を納付していただくか、履行保証保険証書を提出していただきます。
　　　（例：契約期間が平成２７年4月1日～平成30年3月31日、ネーミングライツ料が年額150万円の契約の場合は、契約額が450万円（上記例参照）となり、契約前に契約保証金を450万円×10/100＝45万円以上納付していただきます。）

　　A．愛称に、企業名又は商品名、ブランド名などを付けることができます（○○市民ホール、○○体育館など）。ただし、企業名等のみの表示はできません。

　　　 また、市民の誤解を招くおそれのある愛称については、命名権者選定会議において、不適当と判断する場合がありますので、ご了承ください。
（例えば、市内に既に設置されている施設の名称と類似する愛称であれば、市民の皆様が施設を混同する可能性がある場合などが想定されます。）
そのため、申し込みをする際は、希望する愛称を複数記載するようにしてください（第3希望まで記載可能）。

A．例えば、応募が2月10日であれば、遅くとも8月からの契約開始となります。ただし、応募書類の確認や、命名権者選定会議の開催、契約手続き、看板等の設置に関する協議などにより、応募から契約期間開始まで2～3ヶ月程度時間を要しますので、ご了承下さい。
　　　　

　A．看板の作成、設置、改修、撤去及び原状回復の費用は、ネーミングライツ・スポンサーの負担となります。


　A．募集要項で明示している建物正面入口や建物外壁に愛称を表示できるほか、市及び指定管理者のホームページ、印刷物などに表示可能です。ただし、屋外への看板設置などについては、青森市屋外広告物条例により大きさ等に制限がありますので、事前確認が必要となります。
（例：屋外への広告板設置は、建築物の壁面を利用するものは、同一壁面の二分の一以下で、表示面積は、30平方メートル以下などの制限があります。なお、スポーツ広場については、白地景観地域となりますので、表示面積が10平方メートル以下など、制限が異なりますのでご注意下さい）
　　　また、募集要項に記載されている場所以外（屋内への愛称表示を含む）への愛称表示は、市との協議が必要となります。

A．企業等が、労働基準法違反、所得税法違反、独占禁止法違反など、会社運営上、各法令に違反している場合などがこれにあたります。


A．企業等が、破産手続き、民事再生手続きを開始、または会社更生手続きの申請をした場合のほか、社会的信用失墜行為（損害賠償、偽装など）があった場合などがこれにあたります。

A．命名権者選定会議において、応募金額、契約期間、愛称及び地域貢献などを総合的に判断して優先交渉者を選定します。
不明な点は、募集要項の質問書によりお問い合わせ下さい。
質問書の回答はこちらのQ＆Aで随時更新していきますので、ご確認下さい。
Q．契約期間が年度途中の場合のネーミングライツ料の納付額は？





Q．応募資格にある「法令に違反しているもの」とはどのようなことか？





Q．スポンサーとしてふさわしくないと市が認めるものとは具体的には何か？





Q．複数の申込みがあった場合の選定方法は？





Q．愛称表示可能場所は？





Q．ネーミングライツの契約に係る費用は？





Q．愛称表示の看板設置等の費用は？





Q．どのような愛称を付けることができるのか？





Q．希望する契約開始日が、応募する月から6ヶ月以内とは？
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随時更新します。








